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安田 正清さん

一射入魂に応えられる矢を
　竹で矢を作るためには多くの工程が必要で、1週間ほどの時間がかかります。
まず、炭火で竹を熱して柔らかくし、曲がりを少しずつ矯正することで真っ直
ぐな状態にします。削って太さ･重さ･重心の位置をそろえ、再度熱することで
竹は硬くなり、深い茶色になります。その後、トクサという植物の茎で磨き、
塗料を使うことでつやを出し、筈

はず

という矢の末端で弓の弦を受ける部分と矢の
先端部分である矢尻を付けます。最後に羽根を付けて矢の完成です。
　弓を引かれる人は一射入魂、魂を込めて矢を放っているので、その思いに応
えられるよう、一本一本丁寧に仕上げています。向上心を持つことができなく
なったらおしまいだと思っているので、矢を作り続けて70年以上経った今もお
客さまからの意見を聞きながら、ご満足いただける矢を作れるようにと考えて
います。
　お客さまに長く当店の矢をご愛好いただき、仕事を通して多くのお客さまと
のつながりを持てたことが嬉しいです。たくさんの人に支えられてきたからこ
そ、この仕事を続けてこられたので、これからも感謝の気持ちを忘れずに、さ
らにより良い物を作り続けていきたいと思います。

完成品と長年使い込んだ道具羽根は天然のものを使用しています

削って太さ・重さ・重心の位置を調整少しずつ竹を矯正し真っすぐにします
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さん(自然薯家)｣を紹介します

　昭和9年4月生まれ(90歳)。江戸時代から続く弓具店を営む家
に生まれ、17歳のころに祖父やその弟子から矢の作り方を習い、
長年受け継がれた技術で70年以上作り続けている。現在は安田
弓具店10代目として、息子とともに県内で唯一、弓道の矢を作っ
ている。

〜〜 経歴  経歴 〜〜

｢火祭薪能｣の観覧者を募集

　令和6年度税制改正に基づく定額減税を十分に受けられない人に
差額分の給付金を支給します。詳しくは市ホームページからご確認
いただくか、問い合わせ先にご連絡ください。
対　　象　令和6年1月1日時点で伊勢原市在住の定額減税控除不足
額がある納税義務者※合計所得金額が1805万円を超える人は対象外
支 給 額　定額減税の所得税分控除不足額と個人住民税控除不足額
の合計額(1万円単位で切り上げ)
申請方法　8月下旬以降に対象世帯へ発送する書類を確認し、電子
申請(マイナポータルで公金受取口座登録済みの人のみ)、または郵送 
(同封の返信用封筒)か直接市民文化会館内｢伊勢原市給付金窓口｣へ
▪問伊勢原市給付金コールセンター 0120-611-199（平日の午前9時〜
午後4時３０分※9月2日、10月7日を除く）
▪担福祉総務課 94-4718

伊勢原市定額減税補足給付金
(調整給付)を支給します

ペットはルールを守って飼いましょう
◆犬の散歩にはリード(引き綱)を付け、ふんは必ず持ち帰って処理
しましょう◆犬を屋外で飼う場合は、鎖などでしっかりつなぐか囲
いの中で飼い、猫は感染症予防のため、なるべく室内で飼いましょ
う◆鳴き声や悪臭などで近所に迷惑をかけないようにしましょう◆
自宅でトイレができるようにしつけましょう

▪担健康づくり課 94-4609

飼い主のいない猫へむやみに餌やりをしないでください
　猫に餌を与える優しい気持ちは大切ですが、ルールを守らな
ければトラブルの原因となります。時間や場所、量、衛生面に
注意し、餌を置いて放置してはいけません。また、近隣へのふ
ん尿被害を防ぐため、猫用トイレを設置するなどルールを守り
ましょう※飼い主のいない猫の望まない繁殖を防ぐため、不妊
去勢手術費用の助成制度があります。詳しくは担当へ

犬や猫に関する苦情が� �
増えています

　大山の自然を背景に、かがり火
の明かりが照らし出す幽玄な世界
を堪能しませんか。
と　　き　10月1日(火)･2日(水)の
午後4時30分～◇荒天中止
と こ ろ　大山阿夫利神社社務局
｢能楽殿｣
費 用　S席5500円、A席4000
円(解説パンフレット付き)
申し込み　9月10日(火)午前９時か
ら電話で問い合わせ先へ

▪問大山火祭薪能実行委員会(大山
阿夫利神社社務局内) 95-2006
▪担商工観光課 94-4729

　伊勢原市商工会の協力により、商工業に携わる職人の皆さんを
紹介する連載企画です。匠の技をお持ちの皆さんの仕事に対する
熱意や思いを、作業の様子とともにお届けします◇市ホームペー
ジにも掲載しています。右のQRコードからご覧ください

江戸時代から続く弓具店
　安田弓具店は、江戸時代中期(300～400年前)に京
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(現在の銀座2丁目)で
創業し、当時は17の大名の専属矢師でした。明治時代に伊勢原へ住居を移し、
矢を作るための技と心を代々伝えてきました。脈々と引き継がれた伝統の技で
作られた安田弓具店の矢は、古くから弓道家に愛用されています。
高部屋神社に奉納された弓矢
　明治11年、安田弓具店当時の当主、安田金八
さんが奉納した式典用の弓矢が高部屋神社に保
存されています。奉納した当時の矢は失われた
ので、再奉納された矢2本と弓を見せていただ
きました。大きなかやぶきの拝殿に額とともに
飾られており、古

こ
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としていた弓矢から
は、古くから弓矢を大切にしてきた人々の思い
を感じました。

市ホームページ

奉納された弓矢

市民リポート 代々受け継がれた技術 三宅 眞理子さんプチ
●市民リポーター

日程 演　目 演　者
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